
鋸山 
 

ハイキング部活動 令和 5 年 11 月 1２日(日) 鋸山に登りました。 

 

 

鋸山は切り立った岩肌が特徴の山です。かつて建築資材などで採石が盛んに行われ、岩が露

出し、鋸のような山となり、その名が名づけられました。江戸時代に歌川広重が浮世絵で鋸

山を描いたことでも知られ、その荘厳なたたずまいは今なお失われていません。 

今回は観光地としても知られる奥多摩駅から登り、神戸岩の方面へ下山しました。 

神戸岩は、長い年月をかけて自然が創り出した巨大な岩とその周辺の珍しい景色が楽しめ

る場所で、ここを神域への入口とみたてて、神の戸、と呼ばれるようになったと言われてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR 奥多摩駅 → 鋸山 → 神戸岩 → 武蔵五日市駅 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

麓の神戸岩付近では渓流釣りができ、ヤマメやマスを釣りあげました。 

 


